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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善等、緩やかな回復基調で推移しましたが、

海外情勢の不安定さ等より、引き続き先行き不透明な状況となりました。

 物流業界におきましては、個人消費の弱さ等から荷動きに力強さを欠き、引き続き厳しい経営環境で推移しま

した。

 このような事業環境のもと、当社グループは、ソリューション営業力の強化に努め一貫物流への取り組みを積

極的に進めております。さらに、顧客ニーズへの的確な対応と業務の効率化を図るため、既存設備の改修を進め

るとともに、関西での事業基盤拡大を図るため、滋賀県栗東市に事業用地を確保しました。また、さらなる業務

の品質向上を図るとともに、環境に配慮したグリーン経営の推進にも取り組み、経営の効率化に努めました。

 これらの結果、当第２四半期連結累計期間の営業収益は11,928百万円（前年同期比0.1％増）、営業利益は765

百万円（前年同期比22.0％増）、経常利益は859百万円（前年同期比20.1％増）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は883百万円（前年同期比93.6％増）となりました。 

 

（セグメント別の概況）

① 倉庫業

 倉庫業におきましては、入出庫高及び保管残高は前年同期に比し減少しましたが、効率化の推進に努めた結

果、倉庫業の営業収益は2,803百万円（前年同期比1.0％増）、セグメント利益は394百万円（前年同期比23.8％

増）となりました。

② 運送業

 運送業におきましては、取扱数量は減少しましたが、収受料金の見直しを行った結果、運送業の営業収益は

6,002百万円（前年同期比0.3％減）、セグメント利益は479百万円（前年同期比20.9％増）となりました。

③ 国際貨物取扱業

 国際貨物取扱業におきましては、梱包業の取扱数量は増加しました。通関業の取扱数量は、輸出は増加しまし

たが、輸入は減少しました。これらの結果、国際貨物取扱業の営業収益は3,150百万円（前年同期比0.1％減）、

セグメント利益は180百万円（前年同期比6.4％減）となりました。

 

(２）財政状態に関する説明 

①資産・負債・純資産の状況

 当第２四半期連結会計期間末における総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ99百万円増の42,553

百万円となりました。これは主に、固定資産の建物及び構築物が352百万円、投資有価証券が317百万円減少し

ましたが、建設仮勘定が930百万円増加したこと等によるものです。

 負債につきましては、前連結会計年度末に比べ348百万円減の7,426百万円となりました。これは主に、流動

負債のその他に含まれている設備関係支払手形が44百万円、未払法人税等が90百万円増加しましたが、流動負

債のその他に含まれている未払消費税等が134百万円、固定負債の長期借入金が122百万円、繰延税金負債が80

百万円減少したこと等によるものです。

 純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ448百万円増の35,127百万円となりました。これは主に、

その他有価証券評価差額金が205百万円減少しましたが、利益剰余金が646百万円増加したこと等によるもので

す。

 以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ0.9ポイント増の82.2%となりました。

 

②キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動におけるキ

ャッシュ・フローで737百万円の増加、投資活動におけるキャッシュ・フローで613百万円の減少、財務活動に

おけるキャッシュ・フローで374百万円の減少となり、前連結会計年度末に比べ250百万円（3.3％）減少し、

当第２四半期連結会計期間末には7,245百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果得られた資金は、主に、税金等調整前四半期純利益及び減価償却費によるものであり、737

百万円と前年同期と比べ356百万円（32.6％）の減少となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果使用した資金は、主に、有形固定資産の取得のための支出によるものであり、613百万円と

前年同期と比べ39百万円（6.0％）の減少となりました。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果使用した資金は、主に、長期借入金の返済及び配当金の支払いによるものであり、374百万

円と前年同期と比べ81百万円（17.9％）の減少となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当第２四半期連結業績は、概ね予想どおり推移しており、現時点においては、平成27年５月11日発表の業績予

想に変更はありません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 （会計方針の変更）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基

準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業

分離等会計基準」という。）等を第136期第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会

社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会

計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、第136期第１四半期連結会計期間の期首以降実施

される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する

四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の

表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映さ

せるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表

の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び

事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第136期第１四半期連結会計期間の

期首時点から将来にわたって適用しております。 

 なお、これによる損益に与える影響はありません。 

 

 

- 3 -

㈱中央倉庫（9319）平成28年３月期　第２四半期決算短信



３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,495,543 7,245,229 

受取手形及び営業未収入金 3,376,843 3,374,031 

貯蔵品 6,267 7,080 

繰延税金資産 126,221 137,894 

その他 590,700 646,042 

貸倒引当金 △3,453 △3,451 

流動資産合計 11,592,123 11,406,828 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 11,703,675 11,351,175 

機械装置及び運搬具（純額） 655,076 684,942 

土地 9,604,077 9,595,237 

リース資産（純額） 108,767 93,555 

建設仮勘定 146,707 1,076,950 

その他（純額） 153,857 161,821 

有形固定資産合計 22,372,161 22,963,682 

無形固定資産 29,225 27,397 

投資その他の資産    

投資有価証券 8,080,771 7,763,674 

退職給付に係る資産 38,902 42,056 

その他 343,327 352,610 

貸倒引当金 △3,014 △2,762 

投資その他の資産合計 8,459,988 8,155,577 

固定資産合計 30,861,375 31,146,657 

資産合計 42,453,499 42,553,485 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び営業未払金 1,268,607 1,238,561 

短期借入金 3,110,000 3,110,000 

1年内返済予定の長期借入金 240,800 242,400 

リース債務 32,332 30,939 

未払法人税等 377,468 468,164 

賞与引当金 234,672 255,706 

役員賞与引当金 17,100 11,200 

その他 977,913 777,742 

流動負債合計 6,258,894 6,134,714 

固定負債    

長期借入金 242,500 120,500 

リース債務 83,646 68,873 

繰延税金負債 973,731 893,071 

退職給付に係る負債 120,601 116,393 

その他 95,221 92,696 

固定負債合計 1,515,701 1,291,535 

負債合計 7,774,596 7,426,249 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,734,294 2,734,294 

資本剰余金 2,263,807 2,263,807 

利益剰余金 27,126,071 27,772,186 

自己株式 △35,714 △35,816 

株主資本合計 32,088,458 32,734,472 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,393,210 2,187,620 

為替換算調整勘定 14,201 15,757 

退職給付に係る調整累計額 19,789 19,992 

その他の包括利益累計額合計 2,427,200 2,223,370 

非支配株主持分 163,243 169,392 

純資産合計 34,678,903 35,127,236 

負債純資産合計 42,453,499 42,553,485 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業収益 11,914,366 11,928,507 

営業原価 10,989,741 10,856,727 

営業総利益 924,624 1,071,779 

販売費及び一般管理費 297,669 306,632 

営業利益 626,955 765,147 

営業外収益    

受取利息 394 403 

受取配当金 85,469 84,887 

社宅使用料 6,144 6,631 

持分法による投資利益 8,162 14,512 

その他 10,714 10,026 

営業外収益合計 110,886 116,462 

営業外費用    

支払利息 21,523 19,472 

その他 735 2,861 

営業外費用合計 22,258 22,334 

経常利益 715,583 859,276 

特別利益    

固定資産売却益 4,478 512,745 

特別利益合計 4,478 512,745 

特別損失    

固定資産除却損 1,899 2,308 

固定資産売却損 26 － 

特別損失合計 1,926 2,308 

税金等調整前四半期純利益 718,135 1,369,713 

法人税、住民税及び事業税 287,474 470,596 

法人税等調整額 △30,338 7,420 

法人税等合計 257,135 478,017 

四半期純利益 460,999 891,696 

非支配株主に帰属する四半期純利益 4,399 7,785 

親会社株主に帰属する四半期純利益 456,599 883,910 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 460,999 891,696 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 425,934 △206,469 

退職給付に係る調整額 2,632 202 

持分法適用会社に対する持分相当額 △3,237 1,556 

その他の包括利益合計 425,329 △204,710 

四半期包括利益 886,328 686,985 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 881,666 680,080 

非支配株主に係る四半期包括利益 4,662 6,905 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 718,135 1,369,713 

減価償却費 569,618 569,211 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 306 △253 

賞与引当金の増減額（△は減少） 9,002 21,034 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △6,500 △5,900 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 18,787 △7,062 

受取利息及び受取配当金 △85,864 △85,291 

支払利息 21,523 19,472 

持分法による投資損益（△は益） △8,162 △14,512 

為替差損益（△は益） △81 24 

固定資産除却損 1,409 2,046 

固定資産売却損益（△は益） △4,451 △512,745 

営業債権の増減額（△は増加） △65,405 2,811 

たな卸資産の増減額（△は増加） △507 △813 

その他の資産の増減額（△は増加） △77,229 △57,240 

営業債務の増減額（△は減少） △23,264 △30,046 

未払消費税等の増減額（△は減少） 160,845 △134,477 

長期未払金の増減額（△は減少） － △2,520 

その他の負債の増減額（△は減少） △1,501 △76,945 

小計 1,226,658 1,056,504 

利息及び配当金の受取額 89,115 88,591 

利息の支払額 △21,121 △19,529 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △200,772 △387,748 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,093,880 737,817 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △656,409 △1,154,487 

有形固定資産の売却による収入 6,267 525,025 

関係会社株式の売却による収入 － 16,200 

その他 △2,179 21 

投資活動によるキャッシュ・フロー △652,321 △613,240 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入金の返済による支出 △208,400 △120,400 

リース債務の返済による支出 △10,210 △16,166 

自己株式の取得による支出 △93 △101 

配当金の支払額 △237,361 △237,442 

非支配株主への配当金の支払額 △756 △756 

財務活動によるキャッシュ・フロー △456,821 △374,866 

現金及び現金同等物に係る換算差額 81 △24 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △15,181 △250,313 

現金及び現金同等物の期首残高 6,880,712 7,495,543 

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,865,530 7,245,229 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報 

前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日） 

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計 上 額 
（ 注 ） ２   倉庫業 運送業 

国際貨物 
取扱業 

計 

営業収益            

外部顧客への営業収益 2,759,348 6,000,248 3,154,769 11,914,366 － 11,914,366 

セグメント間の内部営業
収益又は振替高 

15,421 17,775 － 33,196 △33,196 － 

計 2,774,769 6,018,024 3,154,769 11,947,563 △33,196 11,914,366 

セグメント利益 318,757 396,313 192,474 907,545 △280,590 626,955 

（注）１．セグメント利益の調整額△280,590千円には、セグメント間取引消去60千円、各報告セグメントに配分さ

れていない全社費用△280,650千円が含まれております。全社費用は、親会社の本社管理部門に係る費用で

あります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

当第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日）

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計 上 額 
（ 注 ） ２   倉庫業 運送業 

国際貨物 
取扱業 

計 

営業収益            

外部顧客への営業収益 2,788,898 5,989,001 3,150,607 11,928,507 － 11,928,507 

セグメント間の内部営業
収益又は振替高 

14,129 13,487 － 27,616 △27,616 － 

計 2,803,027 6,002,488 3,150,607 11,956,124 △27,616 11,928,507 

セグメント利益 394,558 479,148 180,208 1,053,916 △288,768 765,147 

（注）１．セグメント利益の調整額△288,768千円には、セグメント間取引消去2千円、各報告セグメントに配分され

ていない全社費用△288,770千円が含まれております。全社費用は、親会社の本社管理部門に係る費用であ

ります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

- 9 -

㈱中央倉庫（9319）平成28年３月期　第２四半期決算短信


